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2. 遺跡の概要

　本郷構内の発掘調査は加賀藩邸、大聖寺藩邸を中心に行われてきた（配布図）。しかし富山藩邸に
ついても 1984 年の中央診療棟地点で既に発掘調査が行われて以来、調査件数は少数ながら今日まで
続いている。表 1は富山藩邸を対象とした主な発掘調査である。

富山藩邸外郭部の土地利用状況
̶東京大学CRC地点の調査から̶

追川　吉生　　　
（東京大学埋蔵文化財調査室）

1. はじめに

　東京大学医学部附属病院クリニカルリサーチセンター地点（以下、CRC 地点）は、同病院内科研
究棟を含む病院の北側に建設が予定されているA棟（A地点）と、南研究棟を含む南側に建設が予
定されている B棟（B地点）の 2 つの調査地点からなる発掘調査である。A地点は富山藩邸と加賀
藩邸にまたがるエリアに該当し、B地点は加賀藩邸と大聖寺藩邸に加えて、越後高田藩邸にまたがる
エリアにあたる。
　発掘調査は B地点終了が 2016 年度を予定しておりいまだ継続中であるが、今回は 2012 年 12 月か
ら 2014 年 9 月にかけて実施したA地点 1次調査（A地点の南側部分）で得られた所見をもとに、富
山藩邸外郭部の土地利用状況について報告する。

年度 遺跡名・調査地点名（略称） 調査期間
面積
（㎡）

4 1984
医学部附属病院中央診療棟（病中）・設備管理棟
（エネセン）・給水設備棟（給水）・共同溝（共
同溝）

1984.10.1～1987.3.31 7700

19 1993 医学部附属病院看護師宿舎（HN） 1993.8.4～1994.1.17 746
21 1993 医学部附属病院MRI-CT棟（MRI） 1994.1.18～3.12 400
25 1994 医学部附属病院看護師宿舎ゴミ置き場（HND） 1995.1.30～3.3 45
48 1996 医学部附属病院看護師宿舎Ⅱ期（HNⅡ） 1996.11.5～1997.1.31 525
74 2008 医学部附属病院看護師宿舎Ⅲ期（HHN308） 2008.4.1～8.1 550
91 2009 医学部附属病院立体駐車場（HHP09） 2009.12.13～2010.2.25 3034

101 2010 ドナルド・マクドナルド・ハウス東大（HMH10） 2010.12.9～2011.1.26 30

113 2011 医学部附属病院入院棟Ⅱ期（HHWB12）
2012.3.1～11.30
2013,8,19～10,3

2786
825

125 2012 クリニカルリサーチセンターA棟Ⅰ期 2012.12.17～2014.9.12 3341

148 2014
国際科学イノベーション総括棟新営地点
（HIN14）

2014.1.14～7.23、8.18～8.21 1480

　中央診療棟地点（4）は調査面積こそ 7,700㎡と広いが、富山藩邸にかかる遺構は調査区北端で検出
された地境溝のみだった。立体駐車場地点（91）や入院棟Ⅱ期地点（113）は、調査面積は広いものの、
旧病院施設による撹乱が著しく、遺存状況は良好ではなかった。一連の看護師宿舎地点は調査面積こ

表 1　富山藩邸内の調査地点一覧（一部）
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3. 調査成果

（1）遺構の検出状況

 　江戸時代の遺構は複数の生活面で検出されている（図 1）。前述のように撹乱の影響は限定的だっ
たが、一部の調査地区では近代以降に削平を受けているようだ。その中では特に 2区と 7区の遺存状
況が良く、これを基準に近世 1 面から近世 5 面までの 5 つの生活面を認
定している。調査では縄文時代から古墳時代の遺構を合わせて 1,509 基の
遺構を検出した（表 2）。その中では、地下室の検出例が多いことが特徴
に一つとして挙げられる（図 4）。
　図 4下は CRC 地点で検出した近世に帰属する遺構について、平面測量
時の測点を立面上に投影したものだ。これをみると掘削深度が深い遺構
が多いことがわかる。本地点では地下室の検出例が多いことは前述した
が、それらの大部分を地下室が占めている。また調査では富山藩邸と加
賀藩邸の地境と考えられる遺構を検出している（後述）。その位置と図 4
を照合すると、特に掘削深度の深い地下室の一群は標高 11.3 ｍ前後まで
遺構の底部が達している。そして加賀藩邸側と富山藩邸側を比べれば、
富山藩邸側の掘削深度が深い傾向がみてとれる。
　連続するフラットな大地上に立地した、2つの藩邸の外郭部（どちらも
詰人空間、後述）という、遺跡のあり方を比較するには恵まれた条件の
本地点において、こうした傾向が垣間見えることは、両藩の地下利用の実態を解明する上で興味深い
点である。今後、遺構の時期別・種類別の比較や、それぞれの藩邸の他地点における地下室の状況も
踏まえた検討を加えていく必要がある。
（2）藩邸の囲繞装置

　調査地点が富山藩邸と加賀藩邸にまたがるということから、発掘調査の当初より両藩邸の地境とな
る遺構（囲繞装置）の検出は課題の一つだった。
　富山藩邸の地境は、中央診療棟地点（4）で大聖寺藩邸との地境が検出されている。この調査では
天和の火災以前の地境（1号溝・2 号溝）と、火災後の地境（2号組石）がほぼ同じ位置から検出さ
れており、火災の前後で地境の構造が変化することが明らかになった（東京大学遺跡調査室 1990）。
　CRC地点では現在のところ、調査区を南北方向に貫く SD12081・SD12089・SD12087・SD12091 が、
富山藩邸と加賀藩邸との地境に相当する遺構であると考えている（図 2）。そのうち SD12091 は長軸
22.4m、短軸 0.5m、深さ 0.7 ｍである。
　これらの溝はほぼ平行して構築されていることから、数度の造り替えが行われていたことがうかが

そ 500㎡前後と狭小だが、良好な遺構一括資料が出土している。
　CRC地点は 1938 年以降空閑地となっており、調査開始前は平置きの駐車場として利用されていた。
そのため旧施設の撹乱は極めて限定的で、遺跡の遺存状況は良好だった。本郷構内の発掘調査におい
て、富山藩邸域の広範囲な面的調査を実施した最初の事例である。
　東側に隣接する国際科学イノベーション地点（イノベ地点）の発掘調査が 2014 年 1 月から始まり、
昨年前半は CRC 地点とイノベ地点の発掘調査が同時に進められる状況だった。本郷構内の遺跡にお
ける富山藩邸域の考古学的調査は、新しい段階を迎えたといえるだろう。

礎石 75

溝 133

井戸 19

炉跡 19

石垣 1

住居址 12

土坑 633

便所 10

柱穴 462

道路 3

地下室 115

不明 27

表 2　CRA1 次検出遺構数



3

える（遺構年代の検討は未着手）。また溝の底部にはピットが伴うことから、これらの地境が塀だっ
たことが想定される。
　南側に隣接する立体駐車場地点（91、以下、立駐地点）では、これに連なる遺構は未検出である（追
川 2012）。しかし立駐地点は遺構確認面が残る平坦部が幅 3ｍ程度と極めて狭いため、本来溝であっ
た遺構も土坑として調査している可能性もある。改めて遺構平面図と断面図を検討する必要がある。
またA地点 2次調査では、これらの遺構の北側への続きが検出される可能性が高い。
（3）藩邸内の境界装置

　調査では 133 基の溝状遺構を検出した（表 2）。そのうち幅 1.5 ｍ、深さ 1ｍ以上ある大規模な溝が
2基あり、これらを堀と呼称している。
　SD12210 は長軸 6.5 ｍ以上、短軸 2.2 ｍ、断面が箱薬研形を呈して深さは 1.3 ｍ。Gp ラインで南北
方向に延びていて、SK12200 に壊されている（図 1・図 7）。覆土からは滞水した様子は見られない。
西側には本遺構に沿うように、塀と考えられる柱痕を伴う長方形土坑が南北に並ぶ。
　富山藩邸を描いた『江戸御上屋敷図』（富山県立図書館蔵・安政 6年）には、御殿空間とその西側
に展開していた詰人空間とを画す堀が描かれている。出土遺物全体からの検討は未着手ながら、調査
時に把握した年代観や遺構の位置からは、この堀に相当する可能性が高いと考えている。『江戸御上
屋敷図』では堀は水色で彩色されているが、前述のように遺構の覆土からは滞水していた痕跡は認め
らなかった。当該遺構が絵図に描かれている堀であったとしても、それは空堀だったことになる。
　これまでの富山藩邸の調査では、表 3のような囲繞装置と境界装置を検出した（報告書・年報に掲
載されているものに限定）。そのうち看護師宿舎地点 2期調査で検出した SD03 は、隣接する調査地
点では遺構の続きが未検出のため、その性格は未確定なものである（原・大成 1999）が、ここでは
遺構の検出場所と規模から境界装置としてとりあげた。
　調査事例が少なく、今後の調査によって資料の増加が待たれるところだが、囲繞装置よりも境界装
置の方が、堅固な構造だったことがうかがえる。これは藩邸外部との境よりも、御殿空間と詰人空間

という家中の境の方が、より厳格に画されたことに
なる。
　富山藩邸が隣接する大名屋敷は、加賀藩（CRC
地点）、大聖寺藩（中央診療棟地点）のように宗藩̶
支藩という関係を持つものである。丸の内三丁目遺
跡や汐留遺跡にみられる藩邸の囲繞装置との構造
の比較は、今後の検討課題の一つとしたい。

（4）巨大廃棄土坑

　調査区のほぼ中央部の GKライン付近から検出された（図 1）。複数の遺構が切り合っているが、
大きくは SK11320・11167・11278 の 3 つからなりたっている（図３）。SK11320 は南北 7.5m、東西 5.1
ｍの長方形を呈している。深さは確認面から 3.4m。遺構の北東側からほぼ 1周するように地山が階
段状に掘り込まれていて、螺旋状に遺構の底へと続く。SK11167 は南北 6.4 ｍ、確認面からの深さは
1.7 ｍ。東側には SK11167 へのアプローチをなすスロープが設けられている。SK11278 は南側が調査
区外に続いているため本来の規模は不明。現状で南北 2ｍ、東西 2.9 ｍ。北から南へと下がるスロー
プ状の溝 SD11322 がアプローチとなる可能性が高いが、南側の撹乱によって詳細は不明である。
　これらの遺構はいずれも多量の陶磁器と貝や骨などの食物残滓が出土している。遺物の年代は 18
世紀後半から 19 世紀代である。遺構の規模や遺物量から工学部 1号館地点 SK01 のような、藩邸内

SD12081など 22.4～ 0.5 0.7 囲繞
SD12210 6.5～ 2.2 1.3 境界
中診1号溝 1.1 1.0 囲繞
中診2号組石 0.7 1.0 囲繞
看ⅡSD03 9.0～ 3.3 2.1 境界

表 3　屋敷境・地境比較
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のゴミの最終処理場に相当するゴミ穴と思われる。調査地点の南側に隣接する立体駐車場地点でも、
この遺構群の延長上に 19 世紀代の多量の遺物を含む巨大土坑が検出されている（追川 2012）。この
遺構群に続くものと思われる。
　SK11320・11167・11278 は、いくつかの地下室を壊して構築されていることが切り合い関係からう
かがえる。このことは 18 世紀後半～ 19 世紀前半代に、富山藩邸の詰人空間に設けられていた居住エ
リアの一角が、巨大な廃棄施設にあてられたことを示している。
　キャンパス内のこれまでの調査では、工学部 1号館地点 SK01 やイノベーション地点 SK001 など、
詰人空間の発掘調査において 19 世紀代の巨大廃棄土坑が検出されている。富山藩邸側ではCRCの一
連の遺構が最初の調査例であり、それが立駐地点の北側にまで連続していたことが判明した。その連
なりは南北 40 ｍに達している。該期の富山藩邸における良好な遺構一括資料であるとともに、富山
藩邸内の廃棄行為の実態を解明することが期待される。

4. おわりに
　CRC地点A地点 1次調査は、現在遺物の洗浄と注記を行っている段階である。本稿の所見は 2015
年 1 月段階のものであり、整理作業の進展によって所見に変更が生じる可能性がある点はご了承いた
だきたい。
　1年 9 ヶ月の長きにわたるフィールドワークを共にした小川祐司氏（埋蔵文化財調査室）、広瀨唯人・
片岸彰、伊早坂龍史の各氏をはじめとした（株）加藤建設の調査参加者の皆様に御礼申し上げます。
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図 1　検出遺構全体図

図 2　SD12081・SD12089・SD12087・  
SD12091  

図 3　SK11320・SK11167・SK11278  
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大成　可乃　　　
（東京大学埋蔵文化財調査室）

東京大学（本郷）国際科学イノベーション拠点
新営建物建設に伴う発掘調査概要

調査面積：1480㎡（外構含）
調査期間：1月 14 日～ 7 月 23 日、8 月 8 日～ 8月 21 日
調査対象面：4面（A（局所的）～ C面、１～３面、ローム面）、1面は T.P= 約 15.000m 前後で検出。
検出遺構数：約 927 遺構
出土遺物：遺物収納箱約 380 箱
調査担当者：大成可乃、香取祐一、小川祐司

調査概要

　調査区南東隅に位置する SK270 という大型土坑を境として空間利用が異なる状況が確認された。
すなわち SX270 の北および西側には地下室、井戸、採土坑、植栽痕などが検出され、SX270 の南お
よび東側には礎石を伴う柱穴列などが中心に検出される。ただし南および東側に関しても 3面（表土
掘削直後の面を 1面）では大型の植栽痕が確認されるだけであり、１面から 2面までに確認されたよ
うな柱穴は確認されない。従って 3面以前の空間利用と、1、2 面の空間利用が変化した可能性が高い。
　なお１面から 3 面は、SX270 を埋土した上に構築された面であることが明らかになっている。
SX270 の北あるいは西側は、調査当初から整地層の堆積状況などに違いが認められていたことから、
A（局所的）～ C面、ローム面として調査を実施している。ただしレベル的にはA面が 1 面に、B
面が 2面に、C面が 3面に対応していると判断され、それは遺構の切り合い関係などとも矛盾しない
ようであり、今回の報告会もそれに基づいて報告を行ったが、今後は整地層や各面に帰属する遺構か
らの出土遺物も検討した上で対応関係のさらなる検討を行う予定である。
　遺構が前述のような状況であるため、出土遺物の大半は SX270 の北あるいは西側で検出された遺
構から出土したものである。出土遺物の年代観をみると 19 世紀代に入るようなものはごく少なく、
中心は18世紀代のものであり、19世紀代の当該地はいわゆるゴミが廃棄されるような空間では無かっ
たことが推察される。19 世紀代の藩邸を描いたとされる絵図面をみると当該地はいわゆる御殿空間
に近接する場所であり、19 世紀代の遺物の少なさ、また植物残滓といったいわゆるゴミが廃棄され
た遺構が余り認められないこともそれを裏付けるものと考える。
　今回の報告会では触れなかったが、江戸以前の遺構も古墳時代の住居址などを中心に７基確認され
ているが、いずれも江戸時代の遺構によって撹乱され、遺存状態がよいものはない。ただ江戸時代の
遺構覆土中（主に黒色土を主体とするような覆土）からは江戸時代の遺物より多くの土師器が出土す
るような遺構もあることから、江戸時代に当該地が開発される以前は古墳時代の住居などが多数存在
していた可能性がある。
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看護師宿舎地点の遺構配置図と
展示遺物出土遺構
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文献史料にみる江戸富山藩邸のくらし

小松　愛子　　　
（東京大学埋蔵文化財調査室）
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図 1　富山藩上屋敷
富山県立図書館所蔵「江戸上屋敷図」 （前 274、安政 5年）に明治 16（1883）年陸軍省 5000 分の 1測量図の等高線を重ねた
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富山城の研究成果

古川　知明　　　
（富山市埋蔵文化財センター）

1. 富山城史概要

１ 戦国期 （1542 頃～ 1581） 越中守護代神保氏　城郭初整備
２ 織豊期 （1581 ～ 1585） 　信長重臣佐々成政国主
３ 廃城期 （1585 ～ 1605） 　破却、秀吉重臣前田氏在番
４ 江戸初期 （1605 ～ 1609） 　前田利長隠居城整備（虎口石垣造）
５ 廃城期 （1610 ～ 1640） 　加賀藩在番
６ 富山藩初期 （1640 ～ 1660） 　初代前田利次　加賀藩から借城
７ 富山藩城期 （1661 ～） 　　　 改修後、富山前田家藩主 13 代の藩城

2. 富山城の構造

・性格 ：隠居城（利長） → 富山藩城（寛文元年～）
・位置 ：北陸街道・飛騨街道の結節点（街道＝軍事・物流）
・地形基準：神通川（川幅 200m）を後堅固
・曲輪 ：方形基調（巨大化した馬出）
・縄張型式：内郭（本丸・西ノ丸・薪丸・二ノ丸）：連郭式
  外郭（三ノ丸）  ：梯郭式
・大手 ：西側（利長：惣構武家地を置く） → 南側（寛文元年～？）
・石垣 ：本丸虎口（大手・搦手）・二ノ丸虎口のみ石垣造、他は土塁
 利長期：大手内枡形・搦手喰違、小型刻印、鏡石調達、穴生：穴太産穴生又助
 富山藩期：大手内枡形（拡張）・搦手外枡形、大型刻印（五芒星形）、鏡石継承
・鏡石 5 石配置：陰陽五行説に基づく配置（仮説）

3. 城内の発掘調査成果

本丸

・御殿外踏石（花崗岩：在地産でないもの）
・【推定】御殿建物基礎（地下構造＝布堀＋礎石）
・富山藩期土塁直下から利長期曲輪面（土塁位置が移動した）
・本丸天守台：造成盛土のみを確認（天守閣建造はなかった）
・石垣解体修理（鏡石の高度な石割技術）
・利長期の瓦（前田家初の家紋瓦＝江戸加賀藩邸の１期金箔瓦と類似）

聚楽第型
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西ノ丸

・焼失材の堆積層（富山藩期における大火廃材集積跡）
・内堀の基底部確認（土塁傾斜と高さを復元）

三ノ丸

・【現在調査中】外堀の位置と規模・構造を確認

４ 富山城構造の理解 利長期と富山藩期の相違

文献による理解＝万治 4 年江戸幕府老中連署奉書に基づく「修理・拡張」

発掘調査成果・絵図分析

神通川の位置変化に基づき、内郭の大部分を大がかりに変更した
〔虎口石垣形状の変更・曲輪形状の変更・土塁位置変更・内外堀位置変更〕

５ 江戸藩邸と富山藩の今後

＊平成 28 年秋 北陸新幹線開業 1 周年記念「富山と江戸を結ぶ考古展」を計画中
出土品展示のほか、富山城本丸御殿・江戸上屋敷御殿の模型を比較展示

＊参勤交代一覧の作製から

⇩

⇩
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主要研究史
1935 年  金森久一『富山城の起源』　＊戦国期が主
1956 年  山田孝雄「富山之記」『典籍雑攷』寳文館　＊国語学の検証
1971 年  『富山史壇』50・51 号特集「富山藩の研究」　 ＊政治経済史研究が主
1974 年 坂井誠一『富山藩』巧玄出版　＊藩史の総括
1975 年  高岡徹「富山城」『日本城郭大系』7 新人物往来社　＊城郭史・文献
1983 年  奥田淳爾『佐々成政』桂書房　＊戦国武将人物史・政治史
1986 年  遠藤和子『佐々成政』サイマル出版会　＊戦国武将人物史
1992 年  林寺厳州による富山城址公園出土遺物の報告
1993 年 「富山城跡」を埋蔵文化財包蔵地（主郭 9ha）、「中世富山城推定地」（12ha）
1993 年 田中喜男『城下町富山の町民とくらし』高科書店
1995 年 深井甚三『近世の地方都市と町人』吉川弘文館　＊絵図の再評価
2002 年  本丸石垣 3 次元レーザー測量を開始（̃2008 年、5,600 石を調査）
2003 年  富山城址公園で学術的な試掘調査を開始、戦国期富山城位置確定
2004 年 「富山城跡」に三の丸を追加（41.3ha）
2004 年 城下町の本格的発掘調査を開始（西町・二番町・一番町・旅籠町）
2005 年  富山市埋蔵文化財センターホームページ「富山城研究コーナー」開設、226 項目掲載
2005 年  富山市郷土博物館が富山城としてリニューアル
2005
～ 2006 年 本丸石垣の部分解体修理 鏡石 1 石の解体

2008 年  千歳御殿正門（千歳御門）富山城に移築
2009 年  富山城石垣ツアー開始（̃2013）
2009 年  三の丸大手門石垣を検出
2010 年  「富山城跡」の中世以前を「総曲輪遺跡」（27ha）として分離
2010 年  富山城石垣調査により、鏡石は慶長期調達であることを確認
2010 年  北日本新聞社新書 001『越中 460 年を行く 富山城探訪』
2011 年  「富山藩主前田家墓所（長岡御廟所）」1.2ha を埋蔵文化財包蔵地に
2013 年  「富山城下町遺跡主要部」を追加（6.2ha） 城下町全体の 1.5％
  「中世富山城推定地」を「千石町遺跡」に変更
2013 年  スマホアプリ「ブラ富山」開始　古地図・古写真の画像・説明表示（中心市街地）
2014 年  古川知明『富山城の縄張と城下町の構造』桂書房
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